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オ
ー
・
エ
イ
・
エ
ス
は
、
昭
和
４９
年
に

設
立
さ
れ
、
流
通
業
や
官
公
庁
、
金
融
業
な

ど
の
シ
ス
テ
ム
構
築
を
中
心
に
業
務
を
展
開

し
、
ま
た
パ
ッ
ケ
ー
ジ
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
の
開

発
も
手
が
け
て
い
ま
す
。

　

同
社
は
業
績
に
よ
っ
て
人
数
に
増
減
は
あ

る
も
の
の
、
理
系
・
文
系
を
問
わ
ず
、
就
職

情
報
サ
イ
ト
を
活
用
し
て
毎
年
新
卒
者
を
採

用
し
て
い
ま
す
。
ま
た
様
々
な
合
同
説
明
会

や
学
校
が
主
催
す
る
学
内
の
企
業
説
明
会
な

ど
へ
も
積
極
的
に
参
加
し
て
い
ま
す
。

　

最
終
的
な
会
社
説
明
会
は
、
職
場
見
学
を

兼
ね
て
自
社
で
行
う
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

そ
れ
に
つ
い
て
、
石
黒
和
憲
管
理
本
部
課
長

は
「
た
と
え
応
募
人
数
が
少
な
く
と
も
、
必

ず
社
内
で
の
会
社
説
明
会
を
行
い
、
学
生
の

み
な
さ
ん
に
職
場
を
見
て
も
ら
い
ま
す
。
職

場
の
雰
囲
気
を
直
に
感
じ
取
っ
て
い
た
だ
け

る
と
と
も
に
、
目
と
目
を
合
わ
せ
て
話
を
す

る
こ
と
で
、
当
社
が
強
く
印
象
づ
け
ら
れ
る

よ
う
で
す
」
と
話
し
ま
す
。

　

選
考
は
筆
記
試
験
（
適
性
検
査
・
作

文
）、
一
次
面
接
（
シ
ス
テ
ム
部
門
の
複
数

の
幹
部
が
担
当
）、
二
次
面
接
（
社
長
と
管

理
本
部
本
部
長
が
担
当
）
と
い
う
流
れ
で

行
わ
れ
、
内
定
者
が
決
定
さ
れ
ま
す
。
一
次

面
接
は
、
ミ

ス
マ
ッ
チ
に

よ
る
早
期
退

職
を
防
ぐ
た

め
、
業
界
や

会
社
の
こ
と

を
き
ち
ん
と

調
べ
て
き
た

か
、
ま
た
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ

シ
ス
テ
ム
や

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
開
発
に
向
い
て
い
る
か
ど
う

か
が
テ
ー
マ
と
な
り
ま
す
。
二
次
面
接
は
、

人
と
な
り
を
判
断
す
る
こ
と
が
中
心
と
な
り

ま
す
。
二
次
面
接
を
社
長
と
と
も
に
担
当
す

る
原
稔
業
務
本
部
本
部
長
は
、「
自
分
を
客

観
的
に
把
握
で
き
て
い
る
か
、
ま
た
自
分
の

考
え
を
自
身
の
言
葉
で
話
す
こ
と
が
で
き
る

か
ど
う
か
な
ど
自
主
性
と
積
極
性
が
問
わ
れ

ま
す
」
と
ポ
イ
ン
ト
を
語
り
ま
す
。

　

オ
ー
・
エ
イ
・
エ
ス
で
は
、
入
社
前
に

半
日
の
内
定
者
研
修
が
４
回
行
わ
れ
ま
す
。

そ
こ
で
は
、
学
生
と
社
会
人
の
違
い
に
つ
い

て
考
え
、
学
生
気
分
か
ら
ビ
ジ
ネ
ス
モ
ー
ド

に
気
持
ち
を
切
り
替
え
る
こ
と
に
主
眼
が
置

か
れ
ま
す
。
こ
の
内
定
者
研
修
に
つ
い
て
石

黒
課
長
は
「
内
定
者
が
入
社
前
に
集
う
こ
と

で
い
ち
早
く
仲
間
意
識
が
醸
成
さ
れ
、
入
社

後
の
研
修
や
グ
ル
ー
プ
討
論
の
活
性
化
に
も

つ
な
が
り
ま
す
」
と
そ
の
目
的
を
指
摘
し
ま

す
。

　

入
社
後
は
３
日
間
の
マ
ナ
ー
研
修
を
経

て
、
専
門
の
外
部
機
関
で
１
カ
月
半
に
わ
た

る
技
術
研
修
を
受
け
ま
す
。
こ
の
技
術
研
修

を
終
え
る
と
、
よ
り
業
務
に
直
結
す
る
ポ
ジ

シ
ョ
ン
で
研
修
を
受
け
、
各
部
門
に
配
属
さ

れ
ま
す
。

　

ま
た
入
社
１
年
後
と
２
年
後
に
は
フ
ォ

ロ
ー
ア
ッ
プ
研
修
が
行
わ
れ
ま
す
。
１
年
後

の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
研
修
で
は
、
一
人
ひ
と

り
が
自
分
は
こ
の
間
ど
ん
な
こ
と
を
や
っ
て

き
て
、
ど
の
よ
う
な
課
題
が
あ
り
、
そ
れ
を

ど
の
よ
う
に
解
決
し
た
か
を
同
期
入
社
の
社

員
の
前
で
語
り
ま
す
。
ま
た
後
輩
を
迎
え
る

に
当
た
っ
て
の
心
構
え
な
ど
に
つ
い
て
も
学

び
ま
す
。
２
年
後
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
研
修

で
は
、
先
輩
か
ら
の
指
示
に
ど
の
よ
う
に
応

え
た
か
な
ど
を
軸
に
、
自
身
の
ス
キ
ル
ア
ッ

プ
を
目
指
し
ま
す
。「
新
入
社
員
は
、
様
々

な
不
安
に
と
ら
わ
れ
ま
す
。
同
期
入
社
の
仲

間
に
現
状
を
話
す
こ
と
で
、
自
分
の
立
場
を

確
認
で
き
、
将
来
へ
の
展
望
も
開
け
る
よ
う

に
な
り
ま
す
。
こ
う
し
て
不
安
は
軽
減
さ
れ

ま
す
。
ま
た
、
中
途
退
職
を
防
ぐ
こ
と
に
も

役
立
ち
ま
す
」（
石
黒
課
長
）。

　

ほ
か
に
も
、
役
職
者
別
の
研
修
な
ど
ス
キ

ル
ア
ッ
プ
を
図
る
た
め
の
様
々
な
機
会
が
用

意
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

オ
ー
・
エ
イ
・
エ
ス
で
は
１０
年
ほ
ど
前
か

ら
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
受
け
入
れ
て
い

ま
す
。
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
が
今
ほ
ど
認
知

さ
れ
て
い
な
か
っ
た
早
い
時
期
か
ら
の
取
り

組
み
は
、
学
生
た
ち
に
で
き
る
だ
け
Ｉ
Ｔ
業

界
に
つ
い
て
知
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
思
い
に

よ
る
も
の
で
す
。
ま
た
、
学
校
の
先
生
を
は

じ
め
、
就
職
担
当
者
と
緊
密
な
関
係
を
築
く

こ
と
に
も
大
き
く
役
立
っ
て
い
ま
す
。「
イ

ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
は
採
用
活
動
を
進
め
る
に

あ
た
っ
て
、と
て
も
有
意
義
」（
石
黒
課
長
）。

　

当
社
で
は
毎
年
、
１５
〜
１８
人
ほ
ど
の
学

生
を
２
回
に
分
け
て
受
け
入
れ
て
い
ま
す
。

学
生
た
ち
は
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
用
に
用

意
さ
れ
た
設
計
・
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
・
テ
ス

ト
の
工
程
で
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
シ
ス
テ
ム
を

構
築
す
る
課
題
が
与
え
ら
れ
ま
す
。
最
低
二

人
の
社
員
が
指
導
に
当
た
り
、
業
務
で
一
人

が
欠
け
て
も
支
障
が
な
い
よ
う
な
体
制
が
と

ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
学
生
た
ち
は
、
日
報

を
書
く
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
、
そ
の
日
１

日
何
を
学
ん
だ
か
、
ま
た
疑
問
や
質
問
事
項

も
記
入
し
、
指
導
担
当
者
た
ち
は
そ
れ
を
読

ん
で
所
見
を
記
し
ま
す
。
こ
う
し
た
日
報
は

本
人
は
も
ち
ろ
ん
、
学
校
に
対
し
て
も
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
内
容
が
よ
く
わ
か
る
と
好

評
で
す
。

　昔から「企業は人なり」と言われ、それは企業間競争の激化、産業構造の変化等、　昔から「企業は人なり」と言われ、それは企業間競争の激化、産業構造の変化等、
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状況において、企業はいま、人材をいかに獲得し、いかに育成して企業の活性化、状況において、企業はいま、人材をいかに獲得し、いかに育成して企業の活性化、
業績向上に結びつけているのか。日々人材開発に取り組まれている担当者の方にお業績向上に結びつけているのか。日々人材開発に取り組まれている担当者の方にお
話を聞きます。話を聞きます。

研修で手厚く新人をフォローし、研修で手厚く新人をフォローし、
定着を図る定着を図る

面
接
を
重
視
し
、
自
主
性
と

積
極
性
を
ポ
イ
ン
ト
に
選
考

わ が 社 の 人 材 開 発わ が 社 の 人 材 開 発わ が 社 の 人 材 開 発わ が 社 の 人 材 開 発

オー・エイ・エス株式会社

本社所在地：東京都千代田区
事業内容：システム開発、ＩＴソリューション
従業員数：255 名

内
定
時
か
ら
仲
間
意
識
を

醸
成
し
、
研
修
を
活
性
化

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
導
入
し
、

学
校
と
の
緊
密
な
関
係
を
築
く




